
開館時期：3月1日から11月30日
開館時間：10時から15時（土日・祝日は16時迄）

乗車体験は10時から15時まで
入 館 料：高校生以上200円、乗車体験料100円/回
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【コンテンツ】
○新車両導入
○紹介コーナー

便
り

車両紹介
（国鉄５５００形蒸気機関車）

先
月
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
よ
り
新
車
両
「
Ｏ
Ｓ
シ
ェ
イ
蒸
気
機
関

車
」
（
小
川
精
機
製
）
を
導
入
し
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

シ
ェ
イ
式
蒸
気
機
関
車
は
、
米
国
人
：
エ
フ
ラ
イ
ム
・
シ
ェ
イ
氏

（
林
業
経
営
者
）
が
森
林
鉄
道
で
使
用
で
き
る
よ
う
に
と
考
案
し
た

歯
車
式
蒸
気
機
関
車
で
す
。
特
長
は
右
側
面
に
設
置
さ
れ
た
蒸
気
機

関
に
よ
り
動
輪
を
駆
動
す
る
点
で
す
。
側
面
側
に
伝
達
軸
を
有
す
る

の
で
「
サ
イ
ド
ワ
イ
ン
ダ
ー
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

国
内
で
は
、
明
治
・
大
正
時
代
に
直
営
八
幡
製
鐵
所
、
津
軽
森
林

鉄
道
な
ど
で
使
用
さ
れ
、
同
時
期
に
台
湾
・
阿
里
山
森
林
鉄
道
に
も

導
入
さ
れ
ま
し
た
。

同
機
関
車
の
多
く
は
米
国
内
に
お
い
て
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

台
湾
・
阿
里
山
森
林
鉄
道
で
は
動
態
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
導

入
し
た
Ｏ
Ｓ
シ
ェ
イ
も
稼
働
す
べ
く
整
備
し
な
が
ら
の
展
示
で
あ
り
、

こ
の
珍
し
い
車
両
を
是
非
観
に
来
て
く
だ
さ
い
。

新
車
両
を
導
入
し
ま
し
た
。

シ
ェ
イ
式
蒸
気
機
関
車
（
米
国
・
ラ
イ
マ
社
製
）

この展示車
両の右側に
は３気筒が
搭載されて
います。

英
国
ピ
ー
コ
ッ
ク
社
製

の
テ
ン
ダ
ー
機
、
略
し
て

「
ピ
ー
テ
ン
」
と
呼
ば
れ

て
い
た
そ
う
で
す
。
大
正

時
代
に
「
Ｂ
１
０
形
」
に

改
造
さ
れ
活
用
さ
れ
て
お

り
、
千
葉
県
の
小
湊
鉄

道
・
五
井
機
関
区
に
「
Ｂ

１
０
形
４
号
機
」
（
千
葉

県
指
定
文
化
財
）
が
静
態

保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

台車上の蒸気
機関と煙管ボ
イラーのバラ
ンス確保のた
め中心線がず
れている正面
の顔。

７
月
に
出
前
運
転
会

～

津
山
ま
な
び
の
鉄
道
館
に
て
開
催

～

当
博
物
館
が
開
館
当
初
か
ら
交

流
を
続
け
て
い
る
「
津
山
ま
な
び

の
鉄
道
館
」
、
今
年
も
出
前
ミ
ニ

Ｓ
Ｌ
運
転
会
を
実
施
し
ま
す
。

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

開催期間
７月２６日（土）
～２７日（日）

開催時間
10：00～15：00

開催場所
津山まなびの鉄道館

料金
１００円／１回

国
鉄
５
５
０
０
形
蒸
気
機
関
車
は
、
明
治
か
ら

昭
和
に
か
け
て
長
く
活
躍
し
た
旅
客
列
車
用
蒸
気

機
関
車
の
一
つ
で
あ
り
、
日
本
鉄
道
の
主
力
機
関

車
で
し
た
。
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